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１．研究会の理念と活動概要
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研究会の概要・ねらい

研究会の大きなテーマは、
DX（と価値創出を）主導する

リーダーに自分自身を
育成すること。

研究会の時間は有限だが、
会社に戻った「後」に
行動変容を起こすことを

目指している。

目標

目的
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研究会の理念 （なぜ、この研究会をつくったのか？）

教育（研修）というものに感じる不全感

• 世の中にある「教育（研修・育成）というもの」にずっと
不全感（無力感、これでは十分ではないという感触）を抱いてきた

• 「時間」の観点  ： 忘れてしまう。その場限りになってしまう

• 「文脈」の観点  ： 生かせない。現場に通用させられないまま

• 「自分ごと」の観点 ： 他人事、人任せになってしまう

例：◯◯認定を取ってるからデキる人だろう → 評価基準が人任せ
若手を◯◯研修に送り込もう → 他人事の姿勢
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研究会の理念 （なぜ、この研究会をつくったのか？）

技術も、業務知識も、マインドも、どれも決定的というには足りない

• 技術知識（どのように実現できるか）、業務知識（何を実現したいか）、
マインド（どのように考えるか）は、いずれも抽象化された知識。

• いずれも、一人ひとりがそれぞれの現場（状況）に適用すべきもの。

• いずれも価値があるとは思うが、それだけでは挫折してしまった。

• 抽象化された知識として受け取ったまま風化する（時間に敗北してしまう）

• 自分の現場（状況）に生かそうとするも挫折する（文脈づけに失敗してしまう）

• 得た知識と自分の現場（状況）の乖離が常態化 （「自分ごと」でなくなってしまう）
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研究会の理念 （なぜ、この研究会をつくったのか？）

私の失敗体験「システムB」

• 教育という文脈には２つの生態系（システム）がある。

• 育成の場（システムA）と元の職場（システムB）の相互作用を経て
はじめて教育の価値が決まる。

• システムAとシステムBの「落差」で人を苦しめてしまった苦い経験がある。

Aで学んだことをB（元の職場）で
試すのを許されなかった若者の嘆き
（教育終了２ヶ月後のふりかえりワークから）
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研究会の理念 （なぜ、この研究会をつくったのか？）

私の実体験「行動変容」

• 目標となる人物、目標となる書籍、目標となる考え方に出会ったことで
無意識の行動が変わった。（努力という意識が消えて自然な習慣になった）

• きっかけは外部から与えられたが、内発的動機づけによる行動や学びのほうが
結果として効果があった（身についた）

努力して居る、若くは努力せんとして居る、といふことを忘れて居て、
そして我が爲せることがおのづからなる努力であつて欲しい。
さう有つたらそれは努力の眞諦であり、醍醐味である。

【目標となる人・書・考え方】
自分もこんなふうにありたい
どんなことを考えて行動している？
何に影響をうけたのだろう？
この人だったらどうするだろう？

https://pictogram2.com/?p=2153

【自分】

青空文庫リンク  幸田露伴 『努力論』
https://www.aozora.gr.jp/cards/000051/files/4331_42264.html

https://pictogram2.com/?p=2153
https://www.aozora.gr.jp/cards/000051/files/4331_42264.html
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研究会の理念 （なぜ、この研究会をつくったのか？）

「歩き続けること」が現時点の結論

• 現時点の結論は「自分を育成し続けること」

• これを加えることで、特定コンテンツ（技術・業務・マインド）だけでは
得られない要素を補完できる……と考えている。

• 「時間」の観点  ： 「こうありたい」への歩みを習慣化する
 「こうありたい」の探索を習慣化する

• 「文脈」の観点  ： 「こうありたい」を心にとどめることで
自分の現場（状況）とのズレに直面し続ける

• 「自分ごと」の観点 ： 特定コンテンツ（技術・業務・マインド）でなく
 自分自身の育成にテーマを置く
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研究会の理念 （大まかな方針）

学びの３つの源泉「人・書・旅」

人 ： ・講師（先駆者や見識ある人）の話を聴き、肉声や行動から学ぶ。
・同僚（仲間）との協働や議論を通じて学ぶ。
・反面教師からも学べる。

書 ： ・現代では、著書に限らず記事や動画も豊富に手に入る。
・知識や情報を得る。
・良書から著者の思考プロセスを感じとる。

旅 ： ・ここでは「探索」と解釈した。
・自分の興味範囲（慣れた世界・コンフォートゾーン）の
外をさまよう冒険が人を育てる。

・新たな人や書との出会いがある（かもしれない）。
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過去年度の活動概要

■2020年度（研究会発足初年度）

・講演を３回開催（JUASアカデミー）
・幹事団主催のワークショップを３回開催

■2021年度
・ワークショップのみ
・分科会（４チーム）それぞれが
独自に設定したテーマで
イベント（JUASラボ）を開催

2020年度Jフェス活動報告資料より

2021年度Jフェス活動報告資料より
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講演ダイジェスト１ 石山洸 氏 株式会社エクサウィザーズ 代表取締役社長

DX攻略地図 ～DXの成功確率を上げる論理的・定量的フレームワーク～

・DX攻略地図（経営～市場までの全体像）

・DXのひとつの理解（社会価値・社会変革まで至るのが本当のDX）

・エクサウィザーズのDXの実践事例

※講師から受け取ってほしいこと（招聘意図）
・視野を広げてほしい。"IT部門員"の狭い視野を脱却してほしい。
・DXで価値を出すまでの道のり（地図）を描いてほしい。

https://juasseminar.jp/seminars/view/3820008

参考：エクサウィザーズ代表の石山による DXの教科書第1回（公開動画） | エクサコミュニティ

https://community.exawizards.com/member/yomoyama/sample_002/
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第1回：課題の具体化（デザインシンキングWS）

Rose, Thorn, Bud + Affinity Diagram + Statement Starterという3手
法を使い、現状認識や愚痴を今後の自分の目標に変換。

発散
(気軽に、愚痴OK)

集約
「～だったらいいのにな」

他責の希望に変換

※実際には、複数枚
作られる。

自分ゴトの課題に
置き換える

お題

（3時間かかるが）「気軽な雑談」が、
「なんだか立派な課題」に置き換わる。

関係者限り 2022/4/15 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会

JUAS デジタル変革リーダー自己育成研究会

本年度の活動概要

• デジタル変革リーダー自己育成研究会
• 自らを「DXを通じた価値創出を主導するリーダー」に育成する手がかりを探る研究
～どうしたら私たちは経営と現場の想いに寄り添いながらデジタル変革を実現できる人材になれるだろうか？～

• 今年度は分科会活動を主体に参加者自身でテーマ探求
• JUASラボで公開ワークショップを企画＆主催

関係者限り 2022/4/15 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会

JUAS デジタル変革リーダー自己育成研究会

JUASラボ (当日ワークショップ)

•分科会ごとに4テーマでワークショップを実施
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過去年度の活動概要

■2022年度

・講演を３回開催（JUASアカデミー）
・幹事団主催のワークショップを３回開催
・初の会場開催（臨時懇親会）

2022年度Jフェス活動報告資料より
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2022年度の活動 第２回 講演（JUASアカデミー）

講師の著書を事前に分担して要約する事前ワークを実施。
活発かつ具体的な質疑・議論につながった。

関係者限り 2024/4/11 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会

JUAS デジタル変革リーダー自己育成研究会

2022年度の活動 第４回 講演（JUASアカデミー）

コーポレートITの変革者に必要なこと ～組織の現実とリーダーの本当の価値～
https://www.juasseminar.jp/seminars/view/3822014

https://www.youtube.com/watch?v=Ug2ThfhOvqg

講演パート録画をYouTube JUAS Web Channelで公開中

JUAS加盟企業の皆さんは、コーポレートIT(社内情報システム)に
携わることが多いと思います。
そして、そこで出会う課題がITやデジタル技術だけでは到底解決
できないことも実感されているのではないでしょうか。
現場で本当にITを生かせる組織づくり、部門横断で協力してビジ
ネス課題に立ち向かう文化醸成など、システムづくりとは別次元
の困難に直面されていることでしょう。

今回のJUASアカデミーでは、コーポレートIT領域変革の最前線で
戦い続ける株式会社AnityA 代表取締役 中野仁氏をお招きし、シス
テムに限らない企業の本質的な変化を実現するために必要なこと、
必要な行動について伺います。

企業におけるITシステム刷新と組織変革の両方に造詣が深く、
かつ実践者であり続けている中野氏。氏の視点に触れることで、
漠然とした不安を真の危機感に変え、リーダーとして行動を起こ
してみませんか？

JUASアカデミーとして講演パート開催後、
研究会メンバだけの質疑・議論パートを開催

関係者限り 2024/4/11 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会
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2022年度の活動 第５回 ワークショップ

ようこそ！TOKYO COMPLEXITY LAND / Welcome to TOKYO COMPLEXITY LAND
https://speakerdeck.com/takarada/welcome-to-tokyo-complexity-land

Management3.0の概説とプラクティスを通じて、
複雑系と自己組織化を体験するワークショップを開催した。
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2023年度の活動 第1回 ワークショップ１

研究会キックオフ～ここから始める自己育成～

応募時の動機、思い描いていたリーダー像、研究会コンセプトを題材に問題意識を醸成した。

関係者限り 2025/4/11 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会

JUAS デジタル変革リーダー自己育成研究会

2023年度の活動 第2回 ワークショップ2

探しかたを探そう ～自分で世界を探索していくために～

自分で世界（知識やめざす目標、人）を
探索していく方法と習慣を考えるための
ワークショップを実施した。

※ 長期間温めてきた構想をやっと今年度
ワークショップの形にできた。

過去年度の活動概要

■2023年度

・講演を3回開催（内JUASアカデミー2回）
・幹事団主催のワークショップを4回開催
・「コミュニティ」「プロダクトマネジメント」
「生成AI」「探し方自体の探索」など、
新たなテーマを取り上げた。

2023年度Jフェス活動報告資料より
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2023年度の活動 第５回 講演２

コミュニティからのDXリーダー自己育成！ 三者三様のストーリーに刺激されよう＆学びを見つけよう！

AgileJapan2023登壇資料 | ドクセル (docswell.com)

20230826_ScrumFestSendai2023 (dnpis.jp)

社内コミュニティを通じて一歩を踏み出し、道を切り拓い
ている三者（寳田さん、近藤さん、小泉さん）による講演。
研究会メンバーとのディスカッションも盛り上がった。

関係者限り 2025/4/11 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会
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2023年度の活動 第4回 ワークショップ3

ABD読書会 『DXビジネスモデル 80事例に学ぶ利益を生み出す攻めの戦略』

ABD(Active Book Dialogue)読書会を開催。研究会メンバー全員に書籍(DXビジネスモデル解説書)を配布。
事前に立候補した有志メンバーが課題書籍を要約し、当日リレープレゼンを行った後、
参加した研究会メンバー全員で内容についてディスカッションした。
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2023年度の活動 第3回 講演１

『生成AI 最新事例とトレンド、未来予測』(JUASアカデミー)

会員限定無料・アカデミー【情シス・DX推進部門必見】
生成AIの最新事例とトレンド、未来予測【オンラインライブ】

株式会社エクサウィザーズ大植択真 氏による、生成AIの基本と
最新動向についての講演。研究会メンバー限定の質疑応答を実施した。

関係者限り 2025/4/11 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会
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2023年度の活動 第６回 講演３

『社内システムにこそ重要なプロダクトの構造、変化、差別化』(JUASアカデミー)

【会員限定無料・アカデミー】社内システムにこそ重要な
プロダクトの構造、変化、差別化【オンラインライブ】

株式会社witch&wizards 森雄哉氏によるプロダクトという概念の基本(構造 変化 差別化)についての講演。
研究会メンバー限定で、周囲にあるものや仕事をプロダクトとして捉え直すための練習ワークを実施した。
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２．本年度の活動内容
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2024年度の活動

ワークショップ５回、講演（JUASアカデミー）１回を開催

# 活動種別 開催形態 当日のテーマ 開催日

第０回 準備会 オンライン 自己紹介シートの作成 オンライン接続環境の確認 6/3, 6/5

第１回 WS1 会場 問題意識共有ワークショップ、交流（自己紹介、名刺交換） 6/12

第２回 WS2 オンライン 『起業は意志が10割』から考える価値創出リーダーの心がけ 7/26

第３回 WS3 オンライン 「わかる」を「できる」に変えていく方法を考えよう 9/17

番外 個別会議 オンライン 書籍『アジャイルなプロダクトづくり』を事前に読む会 11/8~12/10

第４回 講演 会場 アジャイルなプロダクトづくり ～価値探索型プロダクト開発を始めよう～ 12/11

第５回 WS4 オンライン 自己育成の探し方を探そう ～生成AIをつかって～ 2/13

第６回 WS5 会場
自分の組織や現場をMXに変えていこう！
真剣さと遊び心を両立させるMX流変革アクションデザイン術 

3/５
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2024年度の活動 第0回 自己紹介 （Me In Picture）

第0回（オンライン環境動作確認）で自己紹介シートを作成。
どんな人が参加しているのかを互いに知る手がかりにした。（第１回で壁に掲示して交流補助）
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2024年度の活動 第1回 ワークショップ １ 会場開催

研究会キックオフ（問題意識を共有するワークショップ、自己紹介・交流会）

応募時の動機、思い描いていたリーダー像と研究会コンセプトを題材に問題意識を醸成した。
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2024年度の活動 第2回 ワークショップ2

『起業は意志が10割』から考える価値創出リーダーの心がけ

JUASスクエア2日目 基調講演の講師 守屋実氏の著書『起業は意志が10割』を配布し、
知識構成型ジグソー法を用いて読書会を行った。 知識構成型ジグソー法

https://bookclub.kodansha.co.jp/product?item=0000345548
https://ni-coref.or.jp/archives/5515
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2024年度の活動 第3回 ワークショップ3

「わかる」を「できる」に変えていく方法を考えよう

講演で聞いた、本で読んだなど「知っている」状態であるにもかかわらず
「実践はできていない」ということはよくある。

自身の経験を振り返り、学びを実践につなげる方法を考えるワークショップ
を開催した。
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2024年度の活動 第4回 講演 （JUASアカデミー） 会場開催

アジャイルなプロダクトづくり ～価値探索型プロダクト開発を始めよう～

『アジャイルなプロダクトづくり』著者である 市谷聡啓 氏による講演。
講演後、研究会メンバとの質疑応答・ディスカッションの時間をとった。

研究会メンバには事前に書籍を配布し、幹事団と一緒に読み込む時間を
確保することで、理解を深めた状態で講演と質疑に臨めるようにした。

【会員限定無料・アカデミー】アジャイルなプロダクトづくり～価値探索型
プロダクト開発を始めよう【オンラインライブ】｜JUAS seminar 一般社団
法人日本情報システム・ユーザー協会セミナー

https://book.impress.co.jp/books/1123101101
https://juasseminar.jp/seminars/view/3824012?utm_source=pocket_shared
https://juasseminar.jp/seminars/view/3824012?utm_source=pocket_shared
https://juasseminar.jp/seminars/view/3824012?utm_source=pocket_shared
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2024年度の活動 第5回 ワークショップ4

自己育成の探しかたを探そう ～生成AIを使って～

自分で世界（知識やめざす目標、人）を探索していく方法と習慣を
考えるためのワークショップを実施した。

難しいテーマであるため、昨年度は筆が進まない人が多かった。
今年度は生成AIを併用してもらうことでワーク成果が充実した。

参加者の価値観や問題意識を反映できるよう、独自のプロンプトを
準備し、すぐ使えるようテンプレート化して提供した。

生成AIアウトプット例（付箋への記載内容、グループディスカッションの話題）
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2024年度の活動 第5回 ワークショップ4
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2024年度の活動 第6回 ワークショップ5 会場開催

自分の組織や現場をMXに変えていこう！

真剣さと遊び心を両立させるMX流変革アクションデザイン術 

株式会社DNP情報システムのコミュニティ活動（MXプロジェクト）の
実際の経験談を聴いたうえで、参加者一人ひとりが自分の組織や現場を
変えていく方法を考えるワークショップを開催した。

真剣さと遊び心の両方に頭と心を振り切ってもらいつつ、OSTの手法で
各テーブルの議論を混合することで参加者の変革に対する視野を拡げた。
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３．研究会総括
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仮説キャンバスとは



関係者限り 2025/4/11 Jフェス・JUAS研究活動成果報告会

JUAS デジタル変革リーダー自己育成研究会

本研究会の仮説キャンバス

自分自身をDX価値創出リーダーに
育成し続けるようになる

オンライン
会合 年６回
(講演＆WS)
原則 宿題無し

オンライン/
オンサイト
交流の場
(OBOG含む)

同窓会

招聘講師の質
(ガチ実践者)

幹事団の練度と
問題意識

終了n年後の
卒業生の
・自己育成投資
・価値創出実績

情シス部門の
苦しみ

何をしていいか
わからない

心から目指す
人がいない

活動や組織に
納得できる
Whyが無い

JUASの
・サイト
・メルマガ
・各社の
窓口担当者

・“答え”を教えて
ほしい

・人材育成は
他人事

・なんとかしたい
意志はある

「良い仕事」が
したいのだが
組織の壁等に
ぶつかって
燻っている

各種研修

社会人大学

参加者自身が自分をDXリーダーに育成する
きっかけと手がかりを作る。価値探索に開眼してもらう。

参加費 (参加者の所属企業が払う)
JUAS(日本情報システム
ユーザー協会) 加盟企業

目標にできる
講師の講演を
聴き、議論が
できる

研究会終了後
日常に戻った後
の行動変容につ
ながる
ワークショップ

https://juas.or.jp/profile/members/
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研究会を終えるにあたっての「問い」 （今後のためのリサーチクエスチョン）

「自己育成」に終わりはない。かつ、「自己育成」はどんな活動にも関わるテーマである。
今後も探究を続けるための「問い」を３つの視点から提示する。

1.  目的地についての問い

デジタル変革とは何か？ リーダーとは何か？ 
自分で自分を育成するとはどういうことか？ 

2.  歩き方についての問い

それらを考え続け、実践し続けるにはどうしたらいいのか？

3.  支援（人を助けること）についての問い

それらを支援するとはどういうことか？  どうしたらいいのか？
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